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このメールはご登録いただいた読者の方にのみお送りしています。
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第82号のメニュー

【ごあいさつ】

【「日本語でケアナビ」】
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☆★☆★☆ごあいさつ★☆★☆★

10月6日、7日の二日間、初秋の京都、龍谷大学深草キャンパスで2007年度日本語教育学会秋季大会が開かれたので行ってきました。わたし（三浦）が住んでいるのは大阪といっても南のはずれ、もう和歌山はすぐそこ、というところなので、朝7時に家を出ましたが、着いたのは10時前でした。関西も広いですね。

プログラムはシンポジウムが二つ、パネルセッションが４つ、口頭発表が27発表、ポスター発表が11発表、それに最近増えてきたITを使ったデモンストレーションが４つと、とても大規模な大会でした。

その中でブラジルの日本語教育と関係の深そうなものとしては、やはり在日外国人に対する日本語学習に焦点を当てたものが多かったようです。初日に行われた特別シンポジウムでも「生活者としての外国人と日本語教育」と題して、増え続ける在住外国人、とくにその子弟に対する日本語教育について、政策の面から考える場が提供されました。

パネルセッションでも「地域の多言語・多文化と日本語教育研究の可能性」といった論点で、地域の実情について討論がなされていました。この中では現在、在日ブラジル人の数が最も多いとされる愛知県の現状が紹介されました。詳しくはまたの機会に譲りますが、愛知県では1990年に10,764人だった在住ブラジル人が2005年にはその6倍、70,004人に増えたのだそうです。これに対して日本政府の施策は後手後手に回っていましたが、やっとこのごろ、多文化ソーシャルワーカーの育成や、学校における対応の変化、公立高校への特別選抜制度の導入など、少しずつ支援の姿勢を見せ始めているとのことでした。

そのほか口頭発表でも「移動する子供たちの「ことばの力」を育てる」、「外国人児童の公立小学校における日本語教育環境づくり」、「地域日本語ボランティア研修における課題」など、またポスター発表でも「外国人児童の「生活言語」と「学習言語」を結びつける試み」といった発表があり、いまや在住外国人に対する日本語教育は、日本語教育の世界の中でひとつの分野を形成するほどの、関心の高い課題となってきています。

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo

OoOo　「日本語でケアナビ」　OoOo

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo

上記日本語教育学会秋季大会では、IT（Information Technology）を使った、いくつかの試みも紹介されていましたが、わたしが勤務する、国際交流基金関西国際センターで開発した「日本語でケアナビ」のデモンストレーションも行われました。

「日本語でケアナビ」は、看護、介護といった医療ケア業務従事者のための日本語学習者支援を目的に開発されたウェブサイトで、看護・介護関連基本用語の和英・英和辞書機能を持つインターネットサイトです。今年7月の公開以来すでに20万アクセスを記録しており、少しずつ浸透しつつあります。

語彙数は約6000、例文数約2000で、一般的な文字入力、50音検索のほかに「タグナビ」と呼ばれる、場面や状況ごとに関連語彙を検索できる機能も備えています。たとえば「病院で働く」「飲む・食べる」「時間」という三つのタグで検索すると「食前・食間・食後」といったことば、「行く・来る」「人生」の二つのタグで絞ると「あの世に行く」「お迎えが来る」ということばが出てくるそうです。これらのことばは教科書ではあまり学習しないですが、看護・介護の現場では絶対に必要な語彙といえるでしょう。このタグナビは、紙媒体の辞書ではできない検索方法で、ウェブサイトツールだからこそできる機能の一つであるといえます。

また各ことばの説明では例文が充実しているのでそのことばの意味だけでなく、使われる状況や使い方なども同時に学ぶことができます。関連語彙リストも提示されているので、そのことばに関連したほかのことばもいっしょに学習できます。

そのほか「声かけ表現50」「基本表現500」「漢字200」の便利なリストは、学習者が基本的なものから学べるよう考えて作られています。また表現には難易度や必要性の面から、学習の優先度を星の数でつけてあります。

サイトの開発過程ではさまざまな苦労話があったようですが、やはり語彙の選択というところでずいぶんいろいろな議論があったようです。たとえば「饅頭」ということばも収録されているそうですが、なぜ「饅頭」が看護・介護に関係あるかちょっと不思議ですね。開発に当たったスタッフそれぞれの家族看護の経験などからいろいろなことばを絞り込んでいったそうですが、ひとりのスタッフが自分のおじいさんの介護の様子を思い浮かべたとき、お年寄りと話すときには、「饅頭」は絶対に必要な語彙なんだと感じたそうなんです。それで「饅頭」が採用されたというわけです。

この「日本語でケアナビ」は辞書機能をそなえた語彙データベースです。これから、英語以外の言語にも広げた多言語化、実際の音声が聞ける機能などを付加した多機能化を目指しています。また「日本語でケアナビ」をリソースとして、さまざまな形での教材化の可能性をも、追及していこうと考えています。みなさんもぜひこのサイトをご覧いただき、何かコメントやアイデアなどありましたら、ぜひお聞かせいただけたらと思います。よろしくお願いします。サイトのURLは

www.nihongodecarenavi.jp
開発の秘話が聞けるブログ「こちら「日本語でケアナビ」開発室」はこちらです。

http://nihongodecarenavi.net/blog
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OoOo　　最近の「日本語教師お役立ち情報室」　　OoOo

OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo

きょうはインターネットサイトの話なので、わたしのサイトについても少しお話させてください。

三浦多佳史運営のウェブサイト「日本語教師お役立ち情報室」は時々覗いていただいているでしょうか。そうですか、ありがとうございます。このメルマガのバックナンバーを公開しているので、みなさんにはおなじみかもしれません。おかげさまで2003年11月の公開以来7万3千人の方に訪問していただき、総アクセス数は20万アクセスを超えています。このサイトはメルマガのバックナンバーを公開することで、日本語を教えている方々にひとつでも有効な情報をお送りすることを目的としていますが、実は載せている情報はメルマガバックナンバーだけではありません。

メルマガの次にアクセス数の多い「日本語を教える人にとっても役に立つサイト」はリンク集ですが、情報をかなり絞ってあります。あまりたくさんだとどれを見ていいのかわかりにくいし、その中からいいサイトを探すのにまた時間がかかって困るという私自身の経験から、そうしています。わたしが見て、これは本当に使えそうだ、有効だ、と思ったものだけに絞っています。10月5日にも全部見直して更新しました。新しく入ったものもあれば、残念ながら削ったものもあります。

URLはこちらです。

http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/miurarink.htm
「日本語学習者のための東京・広島お役立ちガイド」はあまり日本のことを知らない学習者が、東京や広島でちょっとした空き時間ができたときに、目的別に行き先を探せるサイトです。わたしが勤務する関西国際センターの研修生が東京旅行をするときいつも紹介しています。日本語がまだあまり得意でない学習者も使えるように、東京だけですが日本語と英語のバイリンガル版になっています。

URLはこちらです。

http://www.geocities.jp/hinakonomutsuki/
「新聞語彙データベース」は上級日本語学習者のための新聞を読むための語彙データベースです。日本人ならみんな知っているけど辞書にその意味が載っていないような語彙を集めました。たとえば「北」です。辞書で引くと「North」のことですが、最近よく新聞でみかける「北」はたいてい「北朝鮮」を意味することが多いようです。こういったことばを実際の新聞から抽出し、その使用例とともにデータベース化したのがこのサイトです。現在このサイトではみなさんの感想をアンケートで募集しています。サイト上で簡単にアンケートにお答えいただけますので、ぜひご協力をお願いします。

URLはこちら

http://www.eonet.ne.jp/~miuratakashi/
☆★☆★☆おわりに★☆★☆★

日本語教育学会秋季大会では、広島大学の大学院の方による、ブラジルの日本語教科書「日本語読本」の制作過程、背景についての発表もありました。わたしは残念ながら聞けなかったのですが、100年にわたる日本人移民への継承語教育ということで、日本国内でもまだまだ高い関心が寄せられているようです。そんなブラジルで少しの間でも日本語教育にかかわることができたことを、わたしは誇りに思っています。

☆★☆★☆セミナー情報★☆★☆★

「日本語セミナー」

テーマ：漢字の教え方と漢字学習

講師：Alexandre Augusto Varone de Morais

日伯文化連盟日本語教師、「日本語教育指導者養成プログラム（政策研究大学院大学）」修了

日本語･ポルトガル語　通訳・翻訳者
日時：2007年10月26日（19:00 ~ 21:00）

会場：Espaço Cultural Fundação Japão em São Paulo (Av. Paulista, 37 1o. andar)

参加費：R$10,00

セミナーでの使用言語：ポルトガル語

お申し込みは下記の電話番号またはメールで、10月26日正午まで受け付けております。よろしくお願いいたします。

Telefone: 11-3288-4971

e-mail: info@fjsp.org.br
ご意見・質問は　prof@fjsp.org.br


▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△

国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

日本語文　三浦多佳史

ポルトガル語訳　吉川・一甲真由美エジナ

みうらのサイト
日本語教師緒役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開しています。
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